
わ
が
国
に
お
け
る
結
核
の
死
亡
率
は
、
明
治
三
七
年
（
一
九
○
四
）
人

口
一
万
人
に
つ
き
二
○
人
に
達
し
、
そ
の
実
数
は
年
と
と
も
に
増
加
し

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
一
五
万
人
と
な
っ
て
、
全
国
で
は
一
五

○
万
人
の
結
核
患
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
た
。
結
核
は
国
民
死
因
の
首

位
を
占
め
、
欧
米
で
は
老
人
の
病
気
に
な
っ
て
い
た
の
に
、
わ
が
国
で

は
そ
の
犠
牲
者
は
生
産
の
第
一
線
に
立
っ
て
い
る
青
年
眉
で
あ
っ
た
。

一
五
’
三
○
歳
で
発
病
そ
し
て
死
亡
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
た
。
結
核

（
１
）

外
科
は
大
正
三
年
二
九
一
四
）
第
一
五
回
日
本
外
科
学
会
総
会
に
お
い

て
、
大
連
医
院
の
尾
見
薫
、
昭
和
三
年
二
九
二
八
）
第
二
九
回
日
本
外

科
学
会
総
会
に
お
い
て
、
金
沢
医
大
の
石
川
昇
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
は
肺
虚
脱
療
法
の
人
工
気
胸
術
や
横
隔
膜
神
経
捻
除
術
が

主
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
療
法
で
は
僅
か
に
二
五

％
く
ら
い
が
軽
快
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
昭
和
一
三
年

頃
か
ら
胸
郭
成
形
術
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
就

業
可
能
率
は
著
し
く
改
善
し
た
。
昭
和
一
三
年
（
一
九
四
七
）
日
本
外
科

学
会
総
会
の
加
納
保
之
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
二
年
ま
で
に
施
行
し
た
胸

郭
成
形
術
は
三
六
四
名
で
、
手
術
死
九
名
、
そ
の
他
の
死
が
四
六
名
、

現
在
療
養
し
て
い
る
も
の
九
三
名
、
就
職
し
て
い
る
も
の
が
二
○
三
名

（
五
五
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。
手
術
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
の
転
機
は
年

結
核
外
科
に
お
け
る
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填
術

藤
倉
一
郎
・
藤
倉
知
子

齢
、
性
な
ど
同
様
な
条
件
に
あ
る
一
二
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
年

以
内
に
三
○
名
（
二
七
％
）
、
二
年
ま
で
に
四
三
名
（
三
九
％
）
、
三
年
ま

で
に
五
三
名
（
四
八
％
）
、
四
年
ま
で
に
五
八
名
（
五
二
％
）
が
死
亡
し
た
。

こ
れ
ら
の
療
法
は
排
菌
源
の
除
去
を
は
か
る
直
達
療
法
で
は
な
か
っ

た
。
肺
切
除
術
や
空
洞
切
開
術
は
直
達
療
法
に
属
し
た
が
、
手
術
後
の

感
染
に
よ
る
化
膿
の
合
併
症
の
た
め
に
、
一
般
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
胸
郭
成
形
術
に
も
い
ろ
い
ろ
と
欠
点
も
あ
り
、
こ
れ

（
リ
】
）

を
除
く
意
味
で
京
大
結
核
研
究
所
の
長
石
忠
三
は
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充

填
術
を
検
討
し
た
。
従
来
パ
ラ
フ
ィ
ン
充
填
術
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
欠
点
を
補
い
充
填
術
の
利
点
を
生
か
す
た
め
に
、
合
成
樹
脂
球
を

使
っ
た
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填
術
を
案
出
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
昭
和

二
三
年
第
四
八
回
日
本
外
科
学
会
総
会
に
お
い
て
報
告
し
た
。

「
本
法
は
肋
膜
外
で
肺
剥
離
を
行
い
、
そ
の
後
に
生
じ
た
死
腔
内
に

合
成
樹
脂
球
を
充
填
し
、
手
術
創
面
に
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
散
布
し
て
化
膿

を
防
止
し
た
。
合
成
樹
脂
は
動
物
実
験
な
ら
び
に
臨
床
実
験
に
よ
り
、

組
織
に
た
い
す
る
異
物
刺
激
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
に
比

べ
て
体
内
で
変
形
せ
ず
ゞ
ま
た
組
織
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
ず
、
充
填
物

と
し
て
は
優
れ
て
い
る
。
二
○
○
例
に
施
行
し
て
、
術
後
三
月
以
上
経

過
し
た
二
一
六
例
に
つ
い
て
好
成
績
を
え
て
い
る
が
、
小
型
の
充
填
物

五
個
以
上
を
充
填
し
た
五
九
例
で
は
空
洞
像
の
消
失
、
喀
疾
中
の
結
核

菌
の
陰
性
化
そ
の
他
の
手
術
目
的
が
八
八
・
四
％
の
高
率
に
達
せ
ら
れ
、

胸
郭
形
成
術
に
あ
っ
た
諸
欠
点
を
十
分
補
填
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
空
洞
穿
孔
は
一
例
も
な
く
、
遠
隔
成
績
に
お
い
て
も
極
め
て
稀
で

あ
ろ
う
と
お
も
わ
れ
胸
郭
形
成
術
と
並
ん
で
行
わ
れ
る
べ
き
価
値
が
あ

(103）21]



る
も
の
と
か
ん
が
え
る
。
」
と
長
石
は
の
べ
て
い
る
。
こ
の
報
告
の
後
、

（
３
）

国
立
東
京
療
養
所
の
浅
野
は
七
○
例
の
手
術
で
、
術
後
結
核
菌
の
陰
性

化
三
八
・
五
％
、
陽
性
の
も
の
四
七
・
七
％
、
術
前
か
ら
陰
性
の
も
の

一
三
・
八
％
で
胸
郭
形
成
術
と
く
ら
べ
て
簡
単
で
あ
り
、
有
望
で
あ
る

と
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填
術
は
全
国
的
に
普
及

し
、
昭
和
二
四
年
に
は
胸
郭
形
成
術
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和

二
三
年
二
月
第
一
回
胸
部
外
科
学
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
時
、

演
題
は
二
三
で
充
填
術
に
か
ん
す
る
も
の
五
題
、
胸
郭
形
成
術
に
か
ん

す
る
も
の
四
題
、
肺
切
除
に
か
ん
す
る
も
の
九
題
で
あ
っ
た
。
昭
和
二

四
年
一
○
月
に
は
、
第
二
回
胸
部
外
科
学
会
が
ひ
ら
か
れ
、
演
題
は
七

八
と
ふ
え
、
充
填
術
関
係
は
二
三
題
と
急
増
し
、
肺
切
除
関
係
は
九
題

で
あ
っ
た
。

（
１
）

国
立
広
島
療
養
所
の
沢
崎
博
次
は
、
国
立
療
養
所
で
行
わ
れ
た
一
○

○
○
例
の
充
填
術
の
成
績
を
調
査
し
た
結
果
、
結
核
菌
の
陰
性
化
で
き

た
も
の
は
四
○
％
と
報
告
し
た
。
ま
た
合
併
症
と
し
て
、
空
洞
穿
孔
、

剥
離
腔
の
化
膿
、
出
血
、
縦
隔
の
圧
迫
な
ど
の
不
快
例
を
お
お
く
認
め

害
か
）

た
。
こ
れ
に
対
し
、
長
石
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
自
己
の
症
例

六
○
○
例
の
う
ち
、
直
接
観
察
の
で
き
た
三
九
三
例
に
お
い
て
、
直
接

死
が
七
例
あ
り
、
そ
の
中
の
六
例
は
後
出
血
死
で
あ
っ
た
。
後
出
血
の

多
く
は
剥
離
の
容
易
な
も
の
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
結
核
菌
を
陰
性
化
で
き
な
か
っ
た
不
成
功
例
は
二
四
・
八
％
で
、

そ
の
原
因
は
剥
離
の
仕
方
の
誤
り
と
適
応
症
の
選
択
に
あ
る
と
い
う
。

合
併
症
と
し
て
空
洞
穿
孔
二
例
三
・
八
％
）
で
、
大
空
洞
に
多
く
充

填
物
の
大
型
の
も
の
を
使
用
し
た
場
合
に
は
穿
孔
が
少
な
い
と
い
う
結

論
に
達
し
た
。

（
６
）

こ
の
学
会
を
契
機
に
充
填
術
は
急
激
に
減
少
し
、
逆
に
充
填
球
を
抜

（
［
ｊ
）

き
出
し
、
形
成
術
を
加
え
る
い
わ
ゆ
る
抜
球
形
成
術
が
全
国
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
抗
生
物
質
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
登
場
は
感
染
を
一
挙
に
解
決
し

た
の
で
直
達
療
法
が
推
進
さ
れ
肺
葉
切
除
術
が
次
第
に
安
全
と
な
っ

て
、
結
核
外
科
は
華
々
し
く
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
戦
後
に
お

け
る
結
核
死
亡
率
の
急
速
な
低
下
の
主
役
は
ス
ト
マ
イ
、
パ
ス
、
ヒ
ド

ラ
ジ
ッ
ド
な
ど
の
化
学
療
法
で
あ
っ
て
、
外
科
療
法
は
脇
役
で
し
か
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
く
せ
、
外
科
療
法
の
た
め
に
で
き
た
低
肺
機

能
と
い
う
合
併
症
は
患
者
の
社
会
復
帰
を
今
日
な
お
阻
み
続
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

な
お
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
第
九
四
回
日
本
医
史
学
会
に
お
い
て
紹

介
し
た
胸
部
写
真
は
四
七
歳
の
女
性
で
昭
和
二
六
年
に
肋
膜
外
合
成
樹

脂
充
填
術
を
う
け
昭
和
四
九
年
九
月
に
発
熱
、
咳
嗽
、
血
疾
を
来
す
よ

う
に
な
り
ガ
フ
キ
ー
四
号
の
排
菌
が
つ
づ
い
た
た
め
に
合
成
樹
脂
球
の

（
８
）

摘
出
を
お
こ
な
い
改
善
し
た
症
例
で
、
図
１
に
し
め
す
断
層
写
真
で
は

合
成
樹
脂
球
を
二
個
認
め
る
。
な
お
こ
の
資
料
は
天
理
病
院
胸
部
外

科
長
澤
み
ゆ
き
先
生
の
好
意
で
使
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

ま
た
学
会
報
告
後
、
日
本
医
史
学
会
名
誉
会
員
古
川
明
先
生
か
ら
実

際
に
使
用
さ
れ
た
合
成
樹
脂
球
と
製
造
元
が
出
し
た
説
明
書
と
価
格
表

を
ご
提
示
頂
い
た
の
で
、
図
２
，
３
，
４
に
し
め
す
。
資
料
提
供
を
し

て
い
た
だ
い
た
両
先
生
に
深
謝
す
る
。
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ム上台



隆議
出I

識

燕 劇

鍵

窪

蕊
蕊

'！

図l合成樹脂球が11個みられる胸部

断層写真（長澤みゆき先生提供）

霞
図2合成樹脂球の種々（古川明先生提供）

213 (105)

''11111

1,晶

卜』I学 ；煽刈l融Ⅲ9(":;癖ル2’3'州"Ⅲ51｣釧"'71‘s'｣9叩駕織"’

隙



胸膜外充填用球叶職''1制済
(Netl'ylme+1'acrylate製）

図3

水,品はメタクリール酸樹脂の製逝に本邦蛎一の經駿‘師を有し、斯界の定評ある藤化成株式含ml:が胸

部外科諸先生の御要望にI唖へて.､新に考案完成しﾆﾗW:(珊許申請滴）に依る、新製品であります。

木品は1l.fに外科川として補腱ｿﾆ純林のメタクリーノ玲一ルエステルが叩髄CH2:C'CH､).COO()Hs

盈使I1L、ｻﾘ殊な諏合工程に依って製作しﾆもので{A型、B型の二孤顛があります。

A型は透明中氷球、B型は'八1部に無敵の掴)‘ﾉZしこ′1,八池のある白色球で、次に主な1IIi徴と御使1II"!:U)注

意とを概説致します。

(1)A剛、B型共純林なメタクリール酸メチールエステル0堀合冊[cH2:c(cH3).co()cHJJ耐で

川来てゐて．此の合成拙脂は動物食鹸並びに既H極駿に依ると組織に對する異物刺戟が極めて軽

微で、パラプイン等と異って侭1入]で憂形せず、まこ制聡に依って侵蝕される恐れはありません。
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いフイルムで包まｵしてゐるので｡{柵であって而も、従来の充狐材の様に接合しこものではありま

せんから、淌恋も充分に行ふことが川來又ﾗkい経過にも破弧する等の心配があり史せん。
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図4

識
み
て

新
赤
を
賀
し
貴
院
益
々
御
隆
盛
の
段
大
殿
肝
．
。
上
ま
す
祝
弊
所
に
於
て
京
大
結
核
研
究
所
式
合
成

樹
脂
製
肋
膜
外
充
填
物
發
賢
以
來
諾
井
鮨
起
大
な
ろ
御
後
援
を
賜
り
型
欣
接
着
部
等
改
良
に
改
良

を
加
へ
現
今
唯
一
の
完
全
な
ゑ
〃
膜
外
物
ご
し
て
御
愛
用
賜
り
し
に
加
へ
槙
い
て
球
型
發
頁
以

來
益
々
御
好
評
を
黍
し
厚
く
御
穐
巾
上
ま
す
現
在
に
於
き
ま
し
て
は
生
産
設
備
を
調
へ
資
材
の
配

給
も
受
け
る
事
に
相
成
り
ま
し
た
故
此
の
際
患
者
の
負
衛
を
出
来
得
る
限
り
勘
く
致
し
た
い
ご
存
じ

常
一
月
よ
り
左
記
の
通
り
債
格
改
正
（
値
下
）
致
し
發
賢
致
し
ま
す
故
哲
に
倍
し
御
用
命
の
雇
偏
に

御
願
申
上
ま
す

汽
組
州
郵
獅
癖
癖
蓉
一
至
却
》
》
乱
）
八
ヶ
二
ケ
一
組
一
、
七
○
○
回
（
奮
二
、
○
○
○
）

小
型
卵
形
厚
手
（
四
○
“
甲
九
）
七
ヶ

Ｂ
組
小
型
卵
形
薄
手
（
三
五
“
平
）
三
ヶ
一
組
二
、
四
○
○
回
（
漕
二
、
九
○
○
）

球
型
（
直
極
二
、
五
ｍ
丸
小
）
一
○
ヶ

Ｃ
組
球
型
（
直
径
三
、
五
四
丸
大
二
○
ヶ
一
組
二
、
六
○
○
脇
（
醤
三
、
二
○
○
）

Ｄ
組
球
型
（
直
径
三
、
聖
九
中
三
○
ケ
一
組
三
、
○
○
○
凶
（
毎
三
、
九
○
○
）

Ｅ
組
球
型
（
紅
樫
二
、
五
塑
九
小
五
○
ヶ
一
組
三
、
五
○
○
伽
（
醤
四
、
五
○
○
）

梢
凹
型
卵
形
大
（
一
五
○
巴
一
ヶ
三
○
、
｜
回

楕
回
型
卵
形
中
（
九
○
巴
一
ヶ
二
五
○
間

楕
回
型
卵
形
小
型
厚
手
（
四
○
恥
甲
九
三
ヶ
一
七
○
回
（
笛
二
○
○
）

楕
回
型
卵
形
小
型
薄
手
言
五
恥
平
）
一
ヶ
一
七
○
皿
（
盤
二
○
○
）

球
型
（
直
裡
三
、
五
四
丸
大
一
ヶ
一
三
○
副
（
題
エ
ハ
○
）

球
型
（
直
裡
三
、
凹
丸
中
一
ヶ
一
○
○
回
（
宮
一
三
○
）

球
型
（
直
裡
二
、
五
四
九
小
一
ヶ
七
○
側
（
笛
九
○
）

◎
組
合
せ
は
御
希
望
通
り
致
し
ま
す

◎
便
宜
上
東
京
趣
部
青
州
に
特
約
致
し
て
居
り
ま
す
が
品
切
れ
の
節
は
直
接
御
申
越
下
さ
れ
ば

早
速
御
透
り
申
上
ま
す

昭
和
二
十
四
年
一
月

京
大
結
核
研
究
所
式

レ
ヂ
ン
・
ブ
ロ
ン
ベ

室
洞
充
窪
用

吸
入
用
レ
ヂ
ン
液

１
１
１

改
正
債
格
表

様

京
都
市
中
京
馬
車
屋
町
通
丸
太
町
下
〆

製
作
發
費
元
三
木
理
化
學
研
究
所

電
話
上
①
三
五
六
九
番

振
替
京
都
一
九
○
○
二
番

（
ら
つ
【
）

唖
［
詞



（
７
）
小
清
水
忠
夫
「
充
填
球
摘
出
一
七
例
の
検
討
」
『
胸
部
外
科
」
四
巻

三
八
’
四
二
頁
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
年
）

（
８
）
長
澤
み
ゆ
き
ほ
か
「
合
成
樹
脂
充
填
術
に
長
期
を
経
過
し
て
か
ら

再
手
術
を
必
要
と
な
っ
た
三
症
例
の
検
討
」
『
日
胸
外
雑
誌
』
四
○

巻
二
三
一
八
頁
、
一
九
九
二
（
平
成
四
年
）

（
北
本
市
・
藤
倉
病
院
）

（
５
）
長
石
忠
三
「
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填
術
不
成
功
例
へ
の
考
察
」
『
胸

部
外
科
」
三
巻
五
五
頁
、
一
九
五
○
（
昭
和
二
五
年
）

（
６
）
浅
野
友
次
郎
「
国
立
東
京
療
養
所
に
お
け
る
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填

術
の
不
結
果
例
」
『
胸
部
外
科
」
三
巻
四
七
、
一
九
五
○
（
昭
和
二

（
２
）
長
石
忠
三
ほ
か
「
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填
術
に
つ
い
て
」
『
胸
部
外

科
」
一
巻
二
五
’
二
七
頁
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）

（
３
）
浅
野
友
次
郎
「
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填
術
七
○
例
の
追
試
成
紙
」
『
胸

部
外
科
」
二
巻
五
○
’
五
一
頁
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
年
）

（
４
）
沢
崎
博
次
「
国
立
療
養
所
に
お
け
る
肋
膜
外
合
成
樹
脂
充
填
術
一
○

六
四
例
の
成
績
」
『
胸
部
外
科
』
三
巻
五
四
’
五
五
頁
、
一
九
五
○

（
１
）
宮
本
忍
『
私
の
昭
和
外
科
史
」
五
二
’
六
○
頁
、
日
本
評
論
社
、
束

参
考
文
献

五
年
）

京
、
一
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五
（
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）
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年
）
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